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平成23年度各種会計決算額
会　計　名 収　　入 支　　出 差　引　額
一　般　会　計 51億6239万円 49億7577万円 1億8662万円

特　
　

別　
　

会　
　

計

国民健康保険事業 12億9746万円 12億9114万円 632万円

国民健康保険病院事業 5億3078万円 5億4719万円 ▲1641万円

下 水 道 事 業 2億9082万円 2億9082万円 0

農業集落排水事業 1億2322万円 1億2322万円 0

介 護 保 険 事 業 11億9651万円 11億8287万円 1364万円

後期高齢者医療事業 9865万円 9736万円 129万円

霊 園 事 業 945万円 945万円 0

合　　　　計 87億928万円 85億1782万円 1億9146万円

＊１　不足分は積立金（留保資金）などでカバー（補てん）

＊1

　  一般会計支出総額

４９億７５７７万円の 使い道や特別会計を使い道や特別会計を

　

９
月
定
例
会
は
９
月
３
日
か
ら
７
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。
報
告
５
件
、
認
定
８
件
、
議
案

10
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

認
定
８
件
は
、
本
会
議
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
「
決
算
特
別
委
員
会
」（
委
員
長　

円
子
德
通
議
員
）

に
付
託
し
、
審
査
し
た
結
果
を
本
会
議
で
報
告
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
町
の
財
政
状
況
は
、
健
全
化
判
断
比
率
（
Ｐ
5
）
の
報
告
の
と
お
り
、
前
年
と

同
じ
く
健
全
な
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
、
４
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
理
事
者
側
の
所
信
を
た
だ
し
ま
し
た
。

▲委員長　円子徳通議員

安心して暮らせるまちづくり に、このように使いましたに、このように使いました

「決算特別委員会」設置
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学
校
教
育
や

　
生
涯
学
習
な
ど

49億7577万円

高齢者福祉や児童福祉など
13億1403万円
　（12万4300円）

4億1236万円
（3万9000円）

衛生費
6％

民
　
生

　
費

26％
庁内管理など
8億3600万円
　（7万9100円）

教育費
12％

公債費
12％

総務費
　　　17％

消防費
5％

土木費
14％

農林水産業費
ほか　8％

5億9367万円
　（5万6100円）

借
金
の
返
済

5億9818万円
　（5万6600円）

ご
み
処
理
や

各
種
健
診
な
ど
2億8413万円
　（2万6900円）

2億3514万円
　（2万2200円）

道路の整備など
　　7億226万円
　　　（6万6400円）

みなさんからの税金
10億2771万円
　（9万7200円）

地方交付税　44％

51億6239万円

町が自由に使えるお金
22億6013万円
　（21万3800円）

使い道の決まった
国・県からのお金
9億4243万円
　（8万9100円）

町が借りるお金
3億7680万円（3万5700円）

地方譲与税他ほか
2億1917万円（2万700円）

町債
８％

４％

町
　
　
税

19％

国
県
支
出
金
18％

3億3615万円
　（6万7400円）

自主財源
26％

依存財源　
　74％

諸収入・繰越
ほか　7％

収　入

支　出

　金額は千の位で四捨五入
してあり、合計にあわせて
一部端数調整しています。
（　）内の数字は、人口1万
572人で割った町民一人あ
たりのお金です。

　  　  一般会計支出総額一般会計支出総額

４９億７５７７万円の 使い道や特別会計を４９億７５７７万円の

残ったお金　１億8662万円
24年度の特定の事業へ
基 金 に 積 み 立 て
24 年 度に繰り越し

1058万円
１億円

7604万円
会　計　名 貯金（基金） 借金（借入金）

一　般　会　計 25億1692万円 55億7454万円

決算収支は
　黒字になりました貯金は25億円 借金は55億円

町民一人
あたり

24万円 53万円

安心して暮らせるまちづくり に、このように使いました安心して暮らせるまちづくり

平成23年度
決算
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　平成23年度各会計決算認定審査に伴う決算特別委
員会を９月５日・６日の２日間開催し、各会計を質
疑・応答により慎重に審査しました。
　結果は、円子德通委員長が、７日の本会議におい
て報告し、原案のとおり認定しました。
　主な内容を要約してお伝えします。

◆

一
般
会
計
◆

◆　

歳
入

河
野　

豊
委
員

問　

町
民
税
・
固
定
資
産
税
と
も

に
前
年
度
増
に
な
っ
た
要
因
は

棟
方
税
務
課
長

答　

町
民
税
は
農
業
所
得
の
増
、

固
定
資
産
税
は
、
新
幹
線
が
新
青

森
駅
ま
で
延
伸
開
業
し
た
こ
と
に

よ
る
償
却
資
産
の
収
入
が
大
幅
に

伸
び
て
お
り
、
そ
の
関
係
で
大
幅

に
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成23年度決算認定

下
田　

敏
美
委
員

問　

不
納
欠
損
額
が
町
税
の
調
定

か
ら
見
る
と
非
常
に
大
き
い
額
が
、

そ
の
内
訳
は

棟
方
税
務
課
長

答　

固
定
資
産
税
は
、
主
に
倒
産

会
社
の
所
有
物
件
に
対
し
て
の
課

税
の
不
納
欠
損
で
す
。
ま
た
、
生

活
困
窮
や
５
年
時
効
の
不
納
欠
損

し
た
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆　

歳
出

川
村　

重
光
委
員

問　

お
い
ら
せ
町
で
社
会
福
祉
協

議
会
の
使
途
不
明
金
が
話
題
に
な

っ
て
い
る
。
当
町
に
お
い
て
も
結

構
な
補
助
金
を
出
し
て
い
る
が
、

そ
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は

保
土
沢
町
民
福
祉
課
長

答　

監
査
は
協
議
会
独
自
で
や
っ

て
い
ま
す
。
町
か
ら
補
助
金
が
出

て
い
る
の
で
、
決
算
書
、
事
業
報

告
書
が
提
出
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

再
度
チ
ェ
ッ
ク
い
た
し
ま
す
。

高
坂　

茂
委
員

問　

運
動
公
園
の
草
刈
り
業
務
と

芝
生
等
管
理
業
務
の
違
い
は

川
村
教
育
課
長

答　

芝
生
等
の
管
理
業
務
は
、
芝

生
等
の
中
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
も

入
っ
て
お
り
、
業
者
は
吉
田
造
園

◎
国
民
健
康
保
険
事
業

苫
米
地　

繁
雄
委
員

問　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
厳

し
い
中
で
や
っ
て
い
る
こ
と
は
十

分
承
知
し
て
い
る
が
、
今
後
ど
の

よ
う
な
考
え
方
を
も
っ
て
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
の
か

町　

長

答　

国
保
会
計
は
、
ぎ
り
ぎ
り
の

状
況
で
す
。
一
般
会
計
か
ら
補
て

ん
し
、
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

◆

特
別
会
計
◆

国
保
税
の
見
直
し
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
期
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
諮
問
委
員
会
に
諮
っ
て
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
坂　

茂
委
員

問　

特
定
健
康
診
断
は
、
対
象
者

2
6
8
0
名
、
受
信
者
1
0
0
8

名
、
受
診
率
37
・
6
％
で
、
受
診

目
標
率
は
、
60
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

受
診
率
向
上
の
努
力
は

保
土
沢
町
民
福
祉
課
長

答　

特
定
健
診
の
無
料
化
を
展
開

し
ま
し
た
が
、
受
診
率
は
伸
び
ま

せ
ん
で
し
た
。
対
策
と
し
て
、
食

生
活
改
善
委
員
会
の
方
に
応
援
し

て
い
た
だ
き
、
健
診
後
の
朝
食
を

提
供
し
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
受
診
し
た
こ
と
の
な
い

方
々
を
保
健
師
等
が
回
り
、「
受

診
し
て
く
だ
さ
い
・
自
分
の
健
康

は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
」
と
呼

び
か
け
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
新
し
い
試
み
と
し

て
日
曜
日
・
冬
場
の
健
診
を
実
施

予
定
で
す
。

◎
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業

下
田　

敏
美
委
員

問　

収
入
に
は
、
一
般
会
計
か
ら

5
9
6
3
万
円
の
繰
入
れ
を
し
て

い
る
が
、
こ
の
ま
ま
一
般
会
計
か

で
す
。

　

草
刈
り
業
務
は
、
23
年
度
か
ら

シ
ル
バ
ー
人
材
に
委
託
し
、
公
園

周
辺
を
行
っ
て
い
ま
す
。

下
田　

敏
美
委
員

問　

要
保
護
及
び
準
要
保
護
の
児

童
数
は
、
ど
の
ぐ
ら
い
あ
る
か

川
村
教
育
課
長

答　

小
学
校
児
童
５
４
５
名
の
う

ち
、
要
保
護
児
童
数
は
５
名
、
準

要
保
護
児
童
数
が
48
名
で
、
前
年

比
０
・
４
ポ
イ
ン
ト
増
で
す
。

　

中
学
校
児
童
２
９
５
名
の
う
ち
、

要
保
護
児
童
１
名
、
準
要
保
護
児

童
数
が
39
名
で
、
前
年
比
０
・
９

ポ
イ
ン
ト
減
で
す
。

ら
支
援
し
て
い
く
の
か
。

　

町
民
の
健
康
を
守
る
た
め
に
は

必
要
と
思
う
が

町　

長

答　

24
時
間
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

と
い
う
事
を
考
え
る
と
、
公
共
的

医
療
体
制
と
し
て
、
一
般
会
計
か

ら
補
て
ん
し
な
が
ら
安
心
で
き
る

医
療
環
境
を
提
供
す
る
の
は
大
き

な
役
目
と
思
い
ま
す
。

◎
霊
園
事
業

河
野　

豊
委
員

問　

販
売
開
始
し
て
、
21
年
度
は

22
区
画
、
22
年
度
は
2
区
画
、
23

年
度
は
、
1
区
画
の
販
売
と
な
っ

て
い
る
が
、
繰
入
金
が
毎
年

9
0
0
万
円
近
く
繰
出
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
状
況
に
つ
い
て
の
、
見

通
し
・
考
え
は

町　

長

答　

維
持
管
理
の
支
出
は
、
町
営

で
あ
る
以
上
は
伴
う
と
と
ら
え
て

い
る
。
ま
た
、
今
以
上
に
Ｐ
Ｒ
の

努
力
は
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
本　

実
委
員

問　

公
園
墓
地
を
建
設
し
た
の
は

失
敗
だ
と
思
っ
て
い
る
か

町　

長

答　

失
敗
だ
と
は
思
っ
て
い
ま
せ

ん
。
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＊２　標準財政規模…標準的な税収、地方交付税、地方譲与税等自由に使える財源の標準的な規模を表す。
　　　　　　　　　　平成23年度の六戸町標準財政規模は、34億8208万円。

国の財政指標をクリア
　　　　財政指標　平成23年度六戸町健全化判断比率

―

実質赤字比率
一般会計の赤字額が
＊２標準財政規模に
占める割合

連結実質赤字比率
全会計の実質赤字額
が標準財政規模に占
める割合

実質公債費比率
全会計の償還額が標
準財政規模に占める
割合

将来負担比率
将来一般会計から負
担されると想定され
る金額等が標準財政
規模に占める割合

平成23年度 黒字のため数値なし 黒字のため数値なし 15.7％ 66.0％

平成22年度 黒字のため数値なし 黒字のため数値なし 16.0％ 81.5％

国
早 期 健 全 化 基 準 15.0％ 20.0％ 25.0％ 350.0％

財 政 再 生 基 準 20.0％ 35.0％ 35.0％ 設定なし

【平成24年度 一般会計・特別会計補正予算】
会計名 補正前 補正額 補正後 補正の主な内容

一 般 会 計

歳　

入
45億2958万円 3億0756万円 48億3714万円

地方交付税 1億6799万円

核燃料物質等取扱税交付金 6996万円

繰越金 6615万円

歳　
　
　
　
　

出

45億2958万円 3億0756万円 48億3714万円

庁舎耐震診断業務ほか 451万円

車庫非常電源新設工事ほか 402万円

町民バス1台購入 1008万円

航空写真データ作成業務 840万円

地域包括支援センター建設工事実施
設計業務 467万円

乳幼児予防接種 351万円

合併処理浄化槽設置整備費・推進補助金 1695万円

官庁街線他工事請負費 1600万円

下水道事業特別会計繰出金 4852万円

国 民 健 康 保 険
事 業 特 別 会 計 12億9800万円 40万円 12億9840万円

退職者被保険等療養費 33万円

出産育児一時金補助金返還金 7万円

下水道事業特別会計 3億0476万円 4852万円 3億5328万円 繰上償還する為一般会計より繰入 4852万円

介 護 保 険
事 業 特 別 会 計 11億9511万円 1163万円 12億0675万円

高額医療合算介護サービス等費 500万円

介護予防普及啓発事業会場使用料等 76万円

国庫・県負担金返還金 495万円

後 期 高 齢 者
医 療 特 別 会 計 1億0404万円 38万円 1億0442万円 人件費の精査によるもの 38万円

平成24年度　一般会計平成24年度　一般会計33億億756756万万を追加し、を追加し、
総額総額4848億億37143714万円万円となりました。となりました。
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町政のここが聞きたい　一般質問　

▲

盛
土
さ
れ
た
県
道

▲

町
民
バ
ス
待
合
室

下
し も

田
だ

　 敏
と し

美
み

議員

■問　

町
民
か
ら
雨
・
風
・
雪
を

し
の
げ
る
待
合
室
の
設
置
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
町
民
バ
ス
停

留
所
に
待
合
室
を
整
備
す
べ
き

で
な
い
か
。

　

ま
た
、
十
鉄
バ
ス
が
運
行
後

５
ヶ
月
が
経
過
し
た
が
、
待
合

室
が
な
い
た
め
道
路
に
座
っ
て

待
っ
て
い
る
生
徒
も
い
る
。
十

鉄
と
協
議
の
上
設
置
す
べ
き
で

な
い
か 問 町民・十鉄バス停留所の

待合室を設置すべきでは

答 要望・場所の確保が
可能であれば整備検討する　町長

問
公
道
に
面
し
た
土
地
の
地
域
開
発
が

し
難が

た

い
。
考
慮
す
べ
き
で
は

答
基
本
的
考
え
の
も
と
安
全
な

道
路
づ
く
り
心
掛
け
る　
町
長

■問　

公
道
に
面
し
た
土
地
を
地

域
開
発
す
る
場
合
、
ほ
と
ん
ど

の
土
地
が
盛
土
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
開
発
し
難
い
の
で
考
慮
す

べ
き
で
な
い
か

答　

道
路
の
設
計
は
、
道
路
構

造
令
に
基
づ
き
行
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
土
地
の
形
状
、

排
水
の
処
理
、
切
土
、
盛
土
の

バ
ラ
ン
ス
等
を
考
慮
し
、
工
事

費
が
無
駄
に
な
ら
な
い
よ
う
努

め
て
設
計
・
工
事
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
基
本
的

な
考
え
の
も
と
に
、
安
全
な
道

路
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
き
ま

す
。

答　

町
民
バ
ス
停
の
待
合
室
は
、

地
域
の
要
望
に
よ
り
、
設
置
す

る
場
所
等
の
問
題
が
ク
リ
ア
し

て
い
る
場
合
に
設
置
し
て
い
る
。

　

現
在
21
個
所
あ
り
、
今
後
も
、

要
望
が
あ
れ
ば
設
置
し
た
い
。

　

民
間
バ
ス
路
線
の
停
留
所
は
、

バ
ス
事
業
者
の
管
理
で
す
。

　

十
鉄
電
車
廃
止
後
の
バ
ス
路

線
、
待
合
室
は
、
停
留
所
が
バ

ス
事
業
者
の
管
理
で
す
の
で
、

ま
ず
は
バ
ス
事
業
者
（
十
鉄
）

の
考
え
を
尊
重
し
、
そ
の
う
え

で
町
が
お
手
伝
い
す
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

■問　

停
留
所
に
街
路
灯
が
な
い

の
で
整
備
す
べ
き
で
な
い
か

答　

地
元
町
内
会
の
要
望
に
よ

り
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
設
置

支
援
を
継
続
し
ま
す
。

◆
定
例
会
２
日
目
に
４
人

の
議
員
に
よ
り
一
般
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内

容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■問　

盛
土
の
採
取
に
よ
っ
て
地

域
の
山
が
削
ら
れ
赤
土
の
肌
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
自
然

豊
か
な
町
の
景
観
が
壊
さ
れ
て

い
く
。

　

排
水
事
情
が
許
す
な
ら
で
き

る
だ
け
グ
ラ
ウ
ン
ド
レ
ベ
ル
以

下
に
す
べ
き
で
な
い
か

答　

町
と
し
て
は
、
生
活
に
密

着
し
た
小
道
等
も
あ
る
の
で
極

端
に
盛
土
に
し
た
り
し
ま
せ
ん
。

国
・
県
道
は
路
面
が
高
く
、
向

こ
う
と
こ
ち
ら
が
分
断
さ
れ
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
今
後
、
国
・

県
等
に
話
す
機
会
が
あ
れ
ば
、

道
路
整
備
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
レ
ベ

ル
と
い
う
考
え
方
で
発
言
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
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▲

雑
草
が
茂
る
空
き
家

■問　

居
住
形
跡
の
な
い
「
空
き

家
」
の
実
態
お
よ
び
軒
数
は

答　

町
独
自
で
調
査
を
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
成
22

年
度
の
国
勢
調
査
に
お
い
て
、

調
査
区
域
図
面
を
基
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
空
き
家
と
思
わ
れ

る
建
物
は
、
約
2
6
0
棟
と
な

っ
て
い
ま
す
。

■問　

過
去
に
お
い
て
「
空
き

家
」
に
関
し
た
苦
情
・
事
件
・

事
故
等
は

答　

過
去
に
お
け
る
事
件
に
つ

い
て
、
十
和
田
警
察
署
に
確
認

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
発
生
し
て

い
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

苦
情
等
は
、
主
に
強
風
時
に

塀
の
倒
壊
や
庭
木
の
倒
木
、
屋

根
の
飛
散
な
ど
の
情
報
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

早
急
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
案
は
、
町
や
消
防
等

で
一
時
的
に
対
応
し
、
そ
の
ほ

か
は
、
所
有
者
に
連
絡
を
し
、

所
有
者
の
責
任
に
お
い
て
対
応

し
て
い
ま
す
。

■問　
「
み
ん
な
の
六
戸
２
０
２

０
プ
ラ
ン
」
に
は
、
都
市
公
園

２
か
所
、
そ
れ
以
外
公
園
等
が

12
か
所
整
備
さ
れ
、
町
民
一
人

当
た
り
の
公
園
面
積
は
高
い
水

準
に
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
場
所
を
見
る

と
「
い
こ
い
の
広
場
」「
お
お

と
り
公
園
」
そ
の
他
は
小
松
ケ

丘
地
区
に
集
中
し
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

　

そ
こ
で
、
北
地
区
の
住
民
が

憩
い
・
交
流
の
で
き
る
場
と
し

て
緑
地
公
園
の
整
備
を
要
望
す

る
。

　

場
所
は
、
開
知
小
学
校
の
東

側
空
き
地
、
学
校
の
近
く
で
も

あ
り
子
供
達
の
課
外
学
習
で
も

便
利
で
は
な
い
か
。

　

管
理
は
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
が
率
先
し
て
や
る

考
え
で
す
。

答　

当
町
は
、
基
幹
公
園
と
し

て
、
舘
野
公
園
を
は
じ
め
12
か

所
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
農
村
公
園
４
か

所
整
備
さ
れ
、
地
元
町
内
会
等

で
管
理
、
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

問 「空き家」に関する条例を
制定する考えは

答 条例の制定も考えなければならない
時期がくると思う　町長

問
北
地
区
に
緑
地
公
園
を

整
備
す
る
考
え
は

答
新
た
に
整
備
を
す
る

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん　
町
長

附
つ く

田
だ

　 輝
て る

雄
お

議員

　

空
き
家
は
、
個
人
の
財
産
で

あ
り
、
町
で
処
理
等
を
行
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
後
ま
す
ま
す
管
理
さ
れ
な

い
空
き
家
が
増
え
、
街
の
環
境

面
や
、
防
犯
上
か
ら
町
民
が
安

心
安
全
な
生
活
が
で
き
な
く
な

れ
ば
、
条
例
の
制
定
も
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
が
く
る

と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
農
村
公
園
は
、
地
元
町

内
会
の
要
望
に
よ
り
、
場
所
の

選
定
等
、
住
民
の
意
向
を
も
と

に
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事

業
に
よ
っ
て
整
備
し
、
開
知
小

学
校
学
区
内
で
は
、
沖
山
・
七

百
両
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

質
問
の
開
知
小
学
校
東
側
の

土
地
は
、
地
元
の
老
人
ク
ラ
ブ

か
ら
の
要
望
が
あ
り
、
会
員
等

の
健
康
増
進
の
た
め
に
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
及
び
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
場
と
し
て
、
今
年
5
月
か

ら
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
草
刈
り
等
の
管
理
に
は
、

無
償
で
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

現
時
点
で
は
以
上
の
よ
う
な

状
況
で
す
が
、
農
村
公
園
は
整

備
済
み
で
す
の
で
、
新
た
な
緑

地
公
園
を
整
備
す
る
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
地
域
の
要
望
や
必
要

性
、
あ
る
い
は
整
備
の
緊
急
性

が
あ
る
か
ど
う
か
、
考
慮
し
て

判
断
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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▲水銀灯▲蛍光灯 ▲ LED灯

町内の防犯灯

■問　

学
校
に
お
け
る「
い
じ
め
」

は
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

町
内
小
・
中
学
校
に
お
け
る
い

じ
め
の
実
態
は

答　

毎
月
開
催
さ
れ
る
校
長
会

と
学
期
ご
と
の
報
告
で
、
い
じ

め
に
関
す
る
発
生
状
況
・
事
故

等
を
把
握
し
て
い
ま
す
。

　

い
じ
め
の
対
応
で
は
、
児
童

生
徒
と
保
護
者
へ
の
対
応
、
事

後
観
察
と
指
導
な
ら
び
に
他
の

生
徒
へ
の
注
意
喚
起
等
、
適
切

に
対
処
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
い
じ
め
は
「
ど
の
子

供
に
も
、
ど
こ
の
学
校
で
も
起

こ
り
う
る
」
こ
と
を
前
提
に
、

高
こ う

坂
さ か

　　 茂
しげる

議員

問 町内のいじめの実態は

答 町内小・中学校から
　いじめの報告があります。

教育長

問
防
犯
灯
の
新
規
設
置
に
助
成
を

答
補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す　
町
長

■問　

防
犯
灯
の
役
割
は
、
地
域

の
夜
間
の
安
全
の
確
保
と
犯
罪

抑
止
の
観
点
か
ら
明
る
く
、
子

供
た
ち
が
恐
怖
心
を
抱
か
な
い

明
る
さ
が
必
要
で
す
。

　

従
っ
て
、
地
域
の
現
状
を
総

括
し
て
、
要
望
が
あ
れ
ば
灯
具

の
新
規
設
置
に
助
成
を

答　

新
規
設
置
は
、
町
内
会
か

ら
の
要
望
を
も
と
に
町
で
検
討

し
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
に
係
る
経
費
は
、
受

益
者
負
担
の
観
点
か
ら
ご
負
担

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

■問　

町
内
会
の
防
犯
灯
は
、
蛍

光
灯
あ
る
い
は
水
銀
灯
式
で
あ

り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
換
え
る
予
定

は

答　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
へ
の
更
新
で
す

が
、
平
成
21
年
度
に
国
か
ら
の

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
45
町

内
会
で
、
4
6
0
基
を
更
新
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
す
べ
て
の
古
い
機
器

を
新
式
に
更
新
す
る
こ
と
は
現

在
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

■問　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
は
、
電
気
料
金

が
従
来
型
の
灯
具
に
比
べ
て
半

分
以
下
と
経
済
的
で
、
し
か
も

長
寿
命
で
環
境
に
も
優
し
い
。

　

町
で
旧
機
更
新
の
た
め
に
、

年
次
計
画
を
立
て
て
の
助
成
は

答　

防
犯
等
の
更
新
に
係
る
助

成
制
度
で
す
が
、
町
防
犯
灯
補

助
金
制
度
と
町
防
犯
協
会
Ｌ
Ｅ

Ｄ
灯
設
置
補
助
金
制
度
が
あ
り

ま
す
。

よ
っ
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
具
、
支
柱

の
新
設
・
更
新
、
修
理
等
に
は
、

こ
の
補
助
金
制
度
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
早
期

発
見
・
対
応
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

な
に
よ
り
大
事
な
の
は
、
学

校
・
保
護
者
・
地
域
の
連
携
を

深
め
る
こ
と
で
す
。

■問　

全
国
学
力
テ
ス
ト
（
小
6

年
・
中
3
年
対
象
）
に
お
け
る

当
町
の
学
力
レ
ベ
ル
は

答　

小
学
校
は
、
平
均
正
答
率

を
県
・
全
国
と
比
較
す
る
と
若

干
下
回
り
、
中
学
校
は
県
・
全

国
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
す
。

　

こ
の
結
果
は
、
各
学
校
の
課

題
把
握
や
、
児
童
・
生
徒
の
学

習
改
善
と
学
習
意
欲
の
向
上
に

つ
な
げ
る
資
料
と
し
、
学
力
レ

ベ
ル
の
向
上
に
役
立
て
た
い
。

■問　

子
供
た
ち
の
生
活
習
慣
病

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
学
校
で

の
「
食
」
に
対
す
る
教
育
は
ど

の
よ
う
な
捉
え
方
と
位
置
づ
け

し
て
い
る
か

答　

食
育
は
、
生
き
る
上
で
の

基
本
で
あ
り
、
知
育
、
徳
育
お

よ
び
体
育
の
基
礎
と
な
る
べ
き

も
の
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
は
、
家
庭
科
で
食
の

安
全
性
の
学
習
や
保
健
体
育
で

の
望
ま
し
い
食
習
慣
づ
く
り
、

P
T
A
活
動
と
し
て
の
料
理

教
室
や
食
育
指
導
等
を
行
い
、

食
に
対
す
る
教
育
と
し
て
位
置

づ
け
し
て
い
ま
す
。

学校教育
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河
かわ

野
の

 　 豊
ゆたか

議員

■問　

道
路
の
修
繕
、
草
刈
り
等

は
、
ど
の
よ
う
な
手
法
で
管
理

し
て
い
る
か

答　

道
路
の
維
持
管
理
は
、
最

初
に
修
繕
の
必
要
な
個
所
の
把

握
を
職
員
パ
ト
ロ
ー
ル
、
町
民

並
び
に
各
方
面
か
ら
の
情
報
提

供
に
よ
り
把
握
し
て
い
ま
す
。

　

修
繕
が
必
要
な
箇
所
は
、
直

ち
に
職
員
が
駆
け
つ
け
状
況
を

把
握
し
、
職
員
に
よ
る
直
接
作

業
も
し
く
は
業
者
に
発
注
し
ま

す
。

　

日
頃
か
ら
欠
損
箇
所
な
ど
危

険
な
個
所
の
把
握
に
努
力
し
て

い
ま
す
が
、
町
民
か
ら
の
情
報

提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

除
草
作
業
業
務
は
、
重
要
な

路
線
を
年
１
回
と
２
回
の
路
線

に
分
け
て
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

交
差
点
や
カ
ー
ブ
等
で
見
通

し
が
悪
い
所
は
、
早
急
に
職
員

が
草
刈
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
会
に
は
、
清
掃

活
動
、
地
域
活
動
と
し
て
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
個
所
も
数
多

く
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
安
全
・
安
心
な
道
路

環
境
の
整
備
に
で
き
る
限
り
努

力
い
た
し
ま
す
。

■問　

町
道
七
百
〜
大
曲
線
の
通

学
路
に
な
っ
て
い
る
所
が
、
草

ぼ
う
ぼ
う
の
状
況
に
な
っ
て
い

る
。（
８
月
下
旬
）
草
刈
の
管

理
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か答　

あ
そ
こ
は
草
が
伸
び
て
い

る
な
と
思
い
ま
し
た
の
で
、
も

っ
と
早
く
対
応
す
る
よ
う
に
し

た
い
。

▲

委
託
に
よ
る
草
刈
作
業

▲

住
宅
用
太
陽
光
パ
ネ
ル

■問　

太
陽
光
発
電
設
置
補
助
金

の
今
年
度
予
算
は
１
６
０
万
円

を
計
上
し
て
い
る
が
、
予
算
超

過
の
場
合
は
ど
の
よ
う
に
な
る

か答　

現
在
、
町
の
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入
支
援
事

業
の
申
請
件
数
は
2
件
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
国
に
申
請
を
し
、

受
理
決
定
通
知
書
を
受
理
し
た

方
で
町
の
補
助
金
の
問
い
合
わ

せ
の
あ
っ
た
方
は
7
人
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
20
数
件

の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
申
請
状
況
等
を
見
な

が
ら
検
討
し
、
状
況
に
応
じ
て

対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問 道路補修、草刈等の管理方法は

答 職員パトロール・町民等の情報提供
　町長

問
今
年
度
予
算
1
6
0
万
だ
が
、

予
算
超
過
の
場
合
は

答
申
請
状
況
を
見
な
が
ら

対
応
し
ま
す　
町
長

■問　

来
年
度
に
向
け
て
申
請
方

法
の
見
直
し
は
あ
る
か

答　

制
度
が
始
ま
っ
て
、
5
ケ

月
を
経
過
し
ま
し
た
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
、
町
民
や
事
業
者
の

皆
様
か
ら
特
段
見
直
し
事
項
等

の
意
見
・
要
望
は
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　

来
年
度
に
お
い
て
は
、
今
年

度
の
状
況
を
踏
ま
え
、
ま
た
国

の
補
助
制
度
の
動
向
を
み
て
、

改
め
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
検
討

を
加
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

太
陽
光
発
電
設
置
補
助
金
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▲研修会の様子

▲

川
西
町
庁
舎
前
に
て


◎
議
員
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た

　

7
月
12
日
、
青
森
市
民
ホ
ー
ル

に
て
、「
県
下
町
村
議
会
議
員
研

修
会
」
が
開
催
さ
れ
、
全
議
員
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
時
事
通
信
社
解
説
委

員
を
務
め
、
政
治
情
勢
に
精
通
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
報
道
番
組
へ

も
数
多
く
出
演
し
て
い
る
、

田
崎　

史
郎
氏
「
こ
れ
か
ら
の
政

局
・
政
治
の
ゆ
く
え
」
と
題
し
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ

の
参
加
の

問
題
や
消

費
税
増
税

問
題
な
ど

政
治
に
つ

い
て
の
講

演
で
し
た
。

◎
町
民
参
加
型
の
広
報
誌
を

め
ざ
し
て

　

広
報
委
員
会
で
は
、「
ろ
く
の

へ
議
会
だ
よ
り
」
が
町
民
の
皆
様

に
読
み
や
す
く
、
内
容
の
充
実
し

た
、
し
か
も
町
民
参
加
型
の
広
報

誌
を
め
ざ
し
て
紙
面
の
編
集
を
し

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
委
員
会
で
は
、
7
月
24

日
か
ら
1
泊
2
日
で
山
形
県
川
西

町
議
会
を
訪
問
し
、
議
会
副
議
長

や
広
報
委
員
長
と
議
会
広
報
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
し
て
来
ま
し
た
。

　

川
西
町
議
会
の
「
か
わ
に
し
議

会
だ
よ
り
」
は
、
町
村
議
会
広
報

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
2
年
連
続
優

秀
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
そ
の
編

集
方
針
や
紙
面
作
り
に
は
学
ぶ
べ

き
も
の
が
多
く
、
直
接
お
話
し
を

「
広
報
委
員
会
」

「
広
報
委
員
会
」

伺
う
こ
と
で
「
議
会
だ
よ
り
」
の

一
層
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
で
感
じ
た
こ
と
は
、

よ
り
良
い
紙
面
づ
く
り
に
は
、
町

民
の
参
加
が
大
切
で
あ
り
、
町
民

の
皆
様
が
手
に
と
っ
て
読
ん
で
も

ら
え
る
広
報
紙
の
作
成
で
す
。

　

私
達
も
昨
年
か
ら
「
議
会
傍
聴

の
雑
感
」
を
最
終
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
が
、
川
西
町
で
は
町

内
か
ら
８
名
の
広
報
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
、
議
会
等
に
対
す
る
ご
意

見
を
掲
載
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
写

真
と
文
章
の
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

も
町
の
カ
メ
ラ
愛
好
者
や
教
員
経

験
者
な
ど
に
お
願
い
し
、
校
正
な

ど
の
ご
意
見
を
頂
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
よ
り
優
れ
た
「
町
民
の
た
め

の
紙
面
づ
く
り
」
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
現
在
、「
ろ
く
の
へ
議
会

だ
よ
り
」
の
編
集
は
、
広
報
委
員

の
全
員
が
担
当
記
事
の
原
稿
や
写

真
を
作
成
し
て
い
ま
す
が
、
記
事

の
中
身
に
つ
い
て
は
見
出
し
四
分

の
一
、
写
真
四
分
の
一
、
文
章
二

分
の
一
を
心
が
け
る
な
ど
、
よ
り

読
み
や
す
い
紙
面
の
レ
イ
ア
ウ
ト

や
見
出
し
の
イ
ン
パ
ク
ト
な
ど
の

課
題
が
あ
る
と
認
識
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
の
目
的
は
、
議
会

の
活
動
に
つ
い
て
町
民
の
皆
様
に

わ
か
り
や
す
く
、
読
み
や
す
い
編

集
を
心
が
け
、
さ
ら
に
町
民
が
参

加
す
る
紙
面
づ
く
り
を
行
う
こ
と

で
す
。

　

我
々
の
議
会
だ
よ
り
も
「
よ
り

読
み
や
す
く
、
よ
り
充
実
し
た
紙

面
」
を
め
ざ
し
て
、
是
非
、
町
議

会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
の
優
秀

賞
を
頂
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
様
に
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

「
研
修
会
」

「
研
修
会
」

　
　

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　

河
野　
　

豊

副
委
員
長　

杉
山　

茂
夫

委　
　

員　

川
村　

重
光

〃　
　

下
田　

敏
美

〃　
　

高
坂　
　

茂

〃　
　

附
田　

輝
雄

見える議会を目指して

議議 会会 活活 動動 報報 告告
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◎
総
務
常
任
委
員
会
の
活
動

　

六
戸
町
の
議
会
改
革
は

　

多
く
の
自
治
体
及
び
議
会
で
は
、

自
治
基
本
条
例
の
制
定
な
ら
び
に

議
会
基
本
条
例
の
制
定
を
積
極
的

に
行
っ
て
き
て
お
り
、
一
つ
の
ブ

ー
ム
と
さ
え
な
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
議
会
も
、
町
発
展
の
た
め

に
、
議
会
は
何
を
す
べ
き
か
、
な

ん
の
た
め
の
議
会
な
の
か
を
、
改

め
て
問
い
直
し
て
い
く
契
機
と
と

ら
え
、
こ
の
議
会
改
革
の
テ
ー
マ

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
年
3
月
議
会
終
了
時
に
、
第

1
回
の
総
務
委
員
会
を
開
催
し
、

苫
米
地
議
長
よ
り
当
議
会
も
議
会

改
革
に
取
り
組
む
こ
と
の
必
要
性

を
説
か
れ
、
本
委
員
会
が
諮
問
を

受
け
る
形
で
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
月
1
回
の
ペ
ー
ス
で

8
回
の
委
員
会
を
経
過
し
て
い
ま

す
が
、
趣
旨
と
し
て
、
議
会
基
本

条
例
を
見
越
し
な
が
ら
も
、
そ
の

都
度
出
来
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
議

員
全
員
の
了
解
の
も
と
、
可
能
な

と
こ
ろ
か
ら
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

次
に
改
革
に
つ
い
て
、
主
な
内

容
を
簡
単
に
ご
紹
介
し
て
お
き
ま

す
。

1　

議
会
運
営
に
関
す
る
こ
と

　

◎
本
会
議
関
係

　

◎
委
員
会

2　

議
会
機
能
の
強
化

3　

情
報
の
公
開
と
共
有

　

◎
会
議
の
公
開

　

◎
議
会
報
告
会

4　

町
民
参
加
の
あ
り
方

　

◎
町
民
の
意
識
調
査

　

◎
公
聴
会
お
よ
び
参
考
人
制
度
等

　

◎
請
願
・
陳
情

5　

議
員
倫
理

6　

適
正
な
枠
組
み

　

◎
議
員
定
数

　

◎
議
員
報
酬

　

◎
費
用
弁
償

　

◎
政
務
調
査
費

　

◎
議
会
関
係
例
規
の
整
備
と
制
定

7　

そ
の
他

　

以
上
7
分
野
と
13
項
目
の
な
か

で
、
さ
ら
に
細
か
な
こ
と
を
分
類

し
な
が
ら
、
議
論
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
、
一
般
質
問
の
内
容

を
、
事
前
に
知
ら
せ
る
方
法
と
し

て
、
内
容
を
町
内
12
カ
所
へ
掲
示

と
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
。

　

さ
ら
に
行
政
視
察
は
定
期
的
で

は
な
く
、
必
要
に
応
じ
て
実
施
す

る
こ
と
。
7
月
か
ら
9
月
開
催
の

議
会
お
よ
び
委
員
会
は
、
ク
ー
ル

ビ
ズ
で
出
席
可
と
す
る
。

　

こ
の
3
点
を
先
行
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。　
　

　

こ
れ
か
ら
も
定
期
的
に
委
員
会

を
開
催
し
、
よ
り
良
い
議
会
改
革

を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
広
報
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た

　

９
月
15
日
青
森
県
共
同
ビ
ル
に

お
い
て
、
県
下
町
村
議
会
広
報
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
に
は
、「
ろ
く

の
へ
議
会
だ
よ
り
」
も
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
対
象
と
い
う
こ
と
で
、
広
報

委
員
全
員
参
加
の
下
、
研
修
会
に

の
ぞ
み
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、

「
親
し
ま
れ
る
議
会
広
報
づ
く

り
」
を
主
題
に
議
会
だ
よ
り
の
発

行
意
義
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

特
に
編
集
の
『
原
点
」
は
あ
く

ま
で
読
者
＝
住
民
、

①
住
民
に
伝
え
た
い
こ
と
は
何
か

②
住
民
が
知
り
た
い
こ
と
は
何
か

③
住
民
は
ど
う
読
む
・
感
じ
る
か

こ
れ
ら
を
常
に
考
え
な
が
ら
作
業

を
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
再
確
認

し
ま
し
た
。

「
委
員
会
報
告
」

「
委
員
会
報
告
」

「
研
修
会
」

「
研
修
会
」

　

六
戸
町
の
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
つ
い
て
は
、
見
開
き
時
の
紙

面
活
用
方
法
、
文
字
の
大
小
で
イ

ン
パ
ク
ト
を
、
縦
組
み
、
横
組
み

の
使
い
分
け
に
つ
い
て
指
摘
を
受

け
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
議
会
広
報
の
意
義

と
使
命
を
十
分
理
解
し
、
親
し
ま

れ
る
広
報
づ
く
り
に
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

　
　

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長　

円
子　

德
通

副
委
員
長　

高
坂　
　

茂

委　
　

員　

山
本　
　

実

〃　
　

母
良
田　

昭

〃　
　

河
野　
　

豊

〃　
　

附
田　

輝
雄
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■固定資産評価審査委員会委員任期満了に伴い、
　吉田 桓紀 氏を再任することに同意しました。
　任期は平成24年10月20日から３年です。

吉
よし

田
だ

　桓
たけ

紀
き
氏

　　 （昭和20年生）
六戸町大字上吉田字

　　上吉田235番地

？　固定資産評価審査委員会は、固定資産課税台帳
に登録された価格に関する不服を、審査決定する
機関です。
　　公平・中立的な第三者機関として、各市町村に
設置されています。

　議会は、年４回の定例会
　（３、６、９、12月）、
臨時会（随時）を開催します。

次回定例会は、12月上旬を
予定しています。
　本会議の傍聴を希望される方
は役場４階の傍聴受付簿に、住
所、氏名を記入しご入場くださ
い。また、本会議の状況は、役
場１階ロビーのテレビでも中継
放送しておりますのでそちらも
どうぞご覧ください。

▼決算と予算特別委員会が傍聴できます。
 　・決算９月【前年度決算審査】
 　・予算３月【新年度予算審査】

※詳しい日程等は、議会事務局までお問い合わせ
　ください。町ホームページでもお知らせします。

☎0176―55―４５４７（直通）

　

夏
の
暑
さ
に
関
し
て
は
、
お

盆
を
過
ぎ
た
こ
ろ
に
涼
し
く
な

り
秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
の

だ
が
、
今
年
は
異
常
気
象
か
ど

う
か
一
向
に
涼
し
く
な
ら
ず
、

記
録
的
な
猛
暑
日
が
続
い
た
年

で
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
球
温
暖
化
が
原

因
と
専
門
家
も
言
っ
て
い
る
よ

う
に
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
豪
雨
や
、
高
温
の
日

が
頻
繁
に
我
々
の
生
活
を
襲
う

よ
う
に
な
る
の
で
は
と
心
配
に

な
り
ま
す
。

　

わ
が
町
の
農
作
物
に
目
を
転

じ
る
と
、
今
の
と
こ
ろ
台
風
や

ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
る
被
害
も

な
く
、
特
に
稲
作
に
関
し
て
は
、

例
年
以
上
に
順
調
な
生
育
で
豊

作
間
違
い
な
い
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
広
報
委
員
は
、

よ
り
良
い
広
報
紙
を
皆
に
分
か

り
や
す
く
、
尚
且
つ
議
会
広
報

紙
と
し
て
の
読
者
目
線
で
の
紙

面
作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
の

で
、
編
集
委
員
に
ど
し
ど
し
ご

意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

議
会
広
報
委
員　

高
坂　

茂

　議会広報委員会では、町民の皆様のまちづくり
に対するご意見、ご要望の投稿を募集しています。
どしどしお寄せください。お待ちしております。

こんなこんな
まちづくりにまちづくりに

　　　　
しますします

山崎　諭さん（たての台団地）
　最近は傍聴に行けないことが多いため、議
会だよりを読んでの感想ですが、選挙前に比
べて一般質問が増え、十分とは言えませんが
良いことだと思います。各議員がどのような
問題意識を持ち、どのような解決法を考えて
いるのかを現状では唯一知ることができる機
会だからです。
　せっかくの機会ですから、都合がつけば直
接傍聴したいのですが、日程を把握するのが
困難で、傍聴の機会を逃すことがよくありま
す。
　議会だよりには「議会事務局に聞くか町
のHP（ホームページ）でもお知らせ」と記
載されていますが、常に問い合わせやHPの
チェックをしろということでしょうか。朝夕
の「お知らせ」で何度も放送するとか、各町
内会の掲示板に表示するなどの対策をお願い
したいと思います。できれば、町のHPで録
画を閲覧できるようにしてほしいと思います。
　議会は傍聴「してもよい」
のではなく、議会側からもっ
と積極的に公開することが必
要だと思います。

　町議会は、町　町議会は、町
の予算や、身近の予算や、身近
な問題についてな問題について
話し合う大切な話し合う大切な
会議の場です。会議の場です。

期 待

議会を
傍聴して
みませんか


